
公益財団法人滋賀県文化財保護協会　第六次中期計画の概要

第１章　第六次中期計画作成の背景と目的

第２章　協会のあるべき将来像と課題 第３章　課題解決に向けた方針と措置

第４章　計画の推進体制

●計画作成の背景　　
　文化財保護法の改正、
　滋賀県文化財保存活用大綱の
　策定等、社会・諸制度の変化。

●協会のあるべき将来像と進むべき方向性　　
　文化財を通した豊かな滋賀づくりへの貢献

●課題解決に向けた方針
　下図【２】参照

●方針を実現するための措置（具体的取組み・事業）
　下図【３】参照

●推進体制における課題

課題１
時代の変化に即した
組織面の強靭化が
より必要である。

課題２　
経営の安定化に必要な
財源確保と事業展開が
より必要である。

課題３　
情報発信による
事業成果の社会への
還元がより必要である。

方針１　
時代の変化に即した
組織面の強靭化を
進める。

方針２　
経営の安定化に必要な
財源確保と事業展開を
進める。

方針３　
情報発信による
事業成果の社会への
還元を進める。

・　時代の変化に対する意識改革（情報の収集と分析・意識改革等への反映）。
・　業務の合理化と経営戦略の整理（改善提案の推奨、マニュアル・デジタル化）。
・　組織と職員個人の持ち味や強みの反映（聴取調査を踏まえた強みの反映）。
・　堅実な人材育成と的確な世代交代（若手育成・ベテラン活用プランの策定等）。
・　発掘・整理調査や展示等事業のエキスパート集団としての強化。

・　多様な主体との連携による社会貢献を展開を通した健全な財源基盤の確保。
・　県からの受託により培った既存事業の充実と新規事業の立ち上げ、その延長に
　　ある財源基盤の確保。
・　市町との連携を通した地域貢献の積極的な展開と財源基盤の確保。
・　文化財の保存と活用を目的とした外部資金確保の手法の設定・実施。

・　情報発信推進会議を中心とした各課施設間の連携の推進、
・　県や市町・民間事業者等の多様な主体との連携等を活かした情報発信、
・　発掘調査成果の情報発信の強化、
・　ホームページでの情報発信の強化、
・　びわこ文化公園の連携を活かした情報発信の展開。

●推進体制の整備と具体的取組み

●計画作成の手法と計画期間　
　「わがこと化」を目的とした職員対象の意見聴取と
　それを踏まえた作成委員会での議論をベースとする。
　計画期間＝令和５年度～令和９年度まで（５年間）。

●計画の位置づけ
　将来を見据えた経営指針。
　経営に関わる基本計画／
　アクションプラン。

●計画作成の目的　
　あるべき将来像と現状の間にある課題を捉え直し、
　課題解決に向けた方針・措置・具体的な取組み、
　ならびに推進のための体制を明確化する。

●第六次中期計画で取り組む３つの重要課題
　下図【１】参照

【１】３つの重要課題 【２】課題解決に向けた方針 【３】方針を実現するための措置（具体的取組み・事業）

●推進体制の整備に向けた方針

令和 5年 3月 15 日策定

計画の進捗管理、取組みに対する評価と改
善策検討を担う会議を定例的に開催し、結
果を翌年度の事業計画や予算へ反映させる。

計画の進捗管理、評価、改善策検討のため
の定例会議の開催、事業計画や予算への反
映などに工夫の余地がある。

１　中期計画と単年度の事業方針・計画を連関
２　上記諸計画の進捗管理・評価・改善し、次
　　に反映させる中期計画会議の設定。
３　上記会議の定例的開催。
４　進捗状況等の定例理事会
　　での報告、
　　ホームページ等での公開。


